
新
書
紹
介

浪
費
的
な
構
造
を
も
ち
、
大
量
の
物

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
浪
費
」
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ
れ
に
ひ

き
か
え
、
発
展
途
上
国
で
は
物
質
生

産
の
拡
大
が
す
す
ま
ず
、
生
活
の
基

本
的
ニ
ー
ズ
（
そ
の
代
表
が
食
糧
）

さ
え
満
足
に
充
足
さ
れ
て
い
な
い
状

態
に
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　
本
書
は
七
章
か
ら
構
成
さ
れ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
材
料
、
食
糧
の
三
つ
の

章
が
中
心
を
な
し
て
い
る
。
結
論
と

提
言
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

の
解
決
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
力
の
拡
大
と
い
う

二
つ
の
方
向
が
必
要
で
あ
る
。
于
不

ル
ギ
ー
節
約
に
つ
い
て
は
、
先
進
国

の
第
一
の
主
要
な
努
力
目
標
と
さ
’

れ
、
長
期
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約

技
術
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
低
消
費
型
製
品

及
び
生
産
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
強
調

さ
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
力

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
可
能
性
を
検
討
し
、
現
在

の
化
石
燃
料
に
か
わ
る
新
し
い
永
続

的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
核
融
合
と

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
は
タ

イ
ム
ラ
グ
が
存
在
す
る
た
め
、
十
分

な
資
金
と
長
い
研
究
期
間
が
必
要
で

　
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
材
料
。
材
料
生
産
を
拡
大
す
る
技

　
術
開
発
、
材
料
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
改

　
良
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
約
度
の
低
い
材

　
料
の
使
用
、
使
用
ず
み
材
料
の
リ
サ

　
イ
ク
ル
等
の
積
極
的
な
推
進
。

　
　
食
糧
。
食
糧
に
つ
い
て
は
、
最
も

　
重
要
で
緊
急
な
課
題
と
し
て
述
べ
ら

　
れ
て
い
る
。
現
在
、
少
な
く
と
も
五

　
億
人
か
ら
一
〇
億
人
の
人
々
が
、
恒

　
常
的
な
栄
養
失
調
、
食
糧
不
足
の
状

　
態
に
お
か
れ
て
い
る
。
食
糧
問
題
解

　
決
に
は
、
基
本
的
に
四
つ
の
ア
プ
ロ

　
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
①
人
口
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
効
率
の

　
悪
い
食
品
の
制
限
に
よ
り
、
需
要
の

　
増
大
を
抑
え
る
こ
と
、
②
食
糧
の
分

　
配
を
改
善
す
る
こ
と
、
③
食
糧
生
産

　
の
増
加
、
④
収
穫
、
貯
蔵
、
加
工
時

　
の
余
分
の
無
駄
を
減
ら
す
こ
と
、
で

　
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
社

　
会
シ
ス
テ
ム
全
休
を
変
革
す
る
必
要

　
が
あ
る
。

　
　
レ
ポ
ー
ト
の
結
論
と
し
て
は
、
も

　
し
政
治
・
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
が

　
浪
費
を
減
ら
し
、
不
平
等
な
分
配
を

　
改
善
す
る
な
ら
ば
、
科
学
技
術
は
人

・
類
の
危
機
を
回
避
’
あ
る
い
は
遠
ざ

　
け
る
こ
と
が
可
能
だ
と
し
て
い
る
。

　
人
類
は
ま
さ
に
「
浪
費
の
時
代
を
超

え
て
」
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
全
休
を
い
さ
さ
か
科
学
楽
観
主
義

が
つ
ら
ぬ
き
、
個
々
に
も
問
題
と
な

る
点
が
少
な
く
な
い
か
（
例
え
ば
、

永
続
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
獲
得
す
る
ま

で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
核
分
裂
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
不
可
避
の
選
択
と
し

て
い
る
点
）
、
科
学
者
の
真
摯
な
問

題
提
起
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
た
だ
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な

提
言
が
十
分
な
根
拠
を
も
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
全
地

球
的
規
模
で
の
人
類
の
連
帯
、
協
力

を
呼
び
起
こ
す
と
は
限
ら
な
い
、
と

い
う
点
に
あ
る
。
七
三
年
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
後
、
世
界
の
人
々
や
国
々

の
と
っ
た
行
動
が
一
番
よ
く
そ
れ
を

示
し
て
い
る
。
人
類
は
い
つ
も
「
予

定
調
和
」
の
方
向
に
進
む
と
は
限
ら

な
い
。
政
治
・
経
済
・
社
会
シ
ス
テ

ム
の
変
革
、
そ
れ
こ
そ
人
類
全
休
に

背
負
わ
さ
れ
た
十
字
架
で
あ
る
。

　
「
宇
宙
船
地
球
号
」
　
（
Ｋ
・
Ｅ
・

ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
）
の
未
来
の
た
め

に
も
、
資
源
小
国
日
本
の
明
日
の
た

め
に
も
、
本
書
が
ひ
と
つ
の
た
た
き

台
と
な
り
、
活
発
な
論
議
が
展
開
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

〈
経
済
局
経
済
調
査
課

　
　
　
　
　
　
　
　
北
薗
　
義
広
〉
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東
京
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、

「
省
エ
ネ
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
語

と
な
っ
た
今
年
ほ
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
問
題
が
一
般
の
関
心
を
よ
び
、
論

議
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
た
し
か
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ

め
と
し
て
、
人
類
は
現
在
、
全
地
球

的
規
模
の
さ
ま
ざ
ま
な
難
問
に
直
面

し
て
い
る
。
天
然
資
源
の
枯
渇
。
発

展
途
上
国
に
お
け
る
人
口
増
加
、
食

糧
の
不
足
、
生
態
系
バ
ラ
ン
ス
の
破

壊
、
環
境
汚
染
の
進
行
、
管
理
社
会

の
人
間
疎
外
、
軍
拡
、
イ
ン
フ
レ
、

通
貨
不
安
等
。
そ
れ
ら
は
独
立
し
た

問
題
で
は
な
く
、
複
雑
に
相
互
作
用

し
あ
う
長
期
的
な
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ

ー
ク
（
問
題
複
合
体
）
と
な
っ
て
い

る
。
来
た
る
べ
き
二
一
世
紀
へ
む
け

て
、
人
類
は
そ
の
英
知
を
い
ま
試
さ

れ
て
い
る
。

　
本
書
は
『
成
長
の
限
界
』
、
『
転

機
に
立
つ
人
間
社
会
』
、
『
国
際
秩

序
の
再
編
成
』
に
続
く
ロ
ー
マ
ク
ラ

ブ
の
第
四
レ
ポ
ー
ト
で
あ
り
、
科
学

技
術
者
の
側
か
ら
な
さ
れ
た
未
来
へ

の
ひ
と
つ
の
回
答
で
あ
る
。
レ
ポ
ー

ト
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
材
料
、
食
糧

の
需
給
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
十
分
な
供

給
を
保
証
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
科

学
技
術
の
研
究
、
開
発
が
必
要
か
と

い
う
こ
と
を
、
具
体
的
事
例
を
通
し

て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト

の
基
調
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
表
題

に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
ひ
、
現
在

の
先
進
工
業
社
会
が
本
質
的
に
資
源
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